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DICOM規格

• DICOM規格(DICOM Standard)
 CT，CR，MRなどの医⽤画像の標準化から始まっ

た規格
 画像及び画像関連情報から、⾮画像情報へと医療

現場で求められる情報交換のための標準化へと拡張
 COCIR（欧州）、NEMA MITA（⽶国）と共に

国際協調性を維持しつつ、JAHISと共に⽇本の⼯
業会として参画

 ACR、AAPMなどの⽶国の学術団体と共に、
JRS、JSRTなどの⽇本の団体と協調
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DICOM規格
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DICOM規格

• 画像の保存
– CT, MR, X-Ray, Ultrasound, Angiography, PET, 

SPECT, Mammo, Ophthalmology, Slices, 
Volumes, Cines, B&W, Color…

• 画像の管理
– Pixel だけではなく、重要なmeta-data
– Query / sort / autoroute / manage

• 画像の配布、 関連データの保存
– Web, CD, DVD, USB, Film, 測定、波形、表⽰、CAD

の結果、放射線量、アノテシーション
• ワークフローの管理

– MWM, MPPS, UPS, Protocol Storage…
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DICOM委員会

• DICOM委員会
– 会員企業を代表して DICOM Standard Committee

（事務局 ⽶国 NEMA MITA）に参加し、関連団体ととも
にDICOM規格の普及及び我が国の臨床現場で必要となる
画像情報関連規格の企画検討を⾏っております

• 規格の制定、 拡張、 改定
– DSC及び各種WGに参加
– 会員企業、関係団体の標準化の⽀援

• 普及推進
– セミナーの企画及び実施
– 関係団体への講師派遣
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DICOM規格書
• 3.22巻 2019年9⽉に追加

SMPTE ST 2110-10のリアルタイム
転送プロトコルでビデオや⾳声に関する
DICOM metadataの転送を規格化

• 2014年以降 3〜5回更新/年に移⾏
www.dicomstandard.org

PS 内容

3.1 序⽂と概要
3.2 適合性
3.3 情報オブジェクト
3.4 サービスクラス
3.5 データ構造と符号化
3.6 データ辞書
3.7 メッセージ交換
3.8 ネットワーク通信
3.10 媒体ファイル構造
3.11 媒体保存応⽤プロファイル
3.12 媒体フォーマットと物理構造
3.14 グレースケール表⽰関数
3.15 セキュリティとシステム管理
3.16 コンテンツマッピング
3.17 説明情報
3.18 Webサービス
3.19 アプリケーション移植
3.20 HL7レポート変換
3.21 他の表現との変換
3.22 リアルタイム通信
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ワーキング
Modality, Clinical domain, Technology の専⾨チームで開発

WG-01: 心臓及び血管情報 WG-17: 3D
WG-02: 透視画像/血管造影 WG-18: 臨床試験と教育

WG-03: 核医学 WG-19: 皮膚科学

WG-04: 圧縮 WG-20: 画像と情報システムの統合

WG-05: メディア交換 WG-21: CT
WG-06: ベーススタンダード WG-22: 歯科

WG-07: 放射線治療 WG-23: 人口知能 / アプリケーションホスティング

WG-08: 構造化文書と共通データ要素 WG-24: 外科手術におけるDICOM
WG-09: 眼科 WG-25: 獣医学

WG-10: 戦略的アドバイザリー WG-26: 病理

WG-11: ディスプレイファンクション WG-27: DICOMにおけるWebテクノロジー

WG-12: 超音波 WG-28: 物理

WG-13: 可視光 WG-29: 教育、コミュニケーション、アウトリーチ

WG-14: セキュリティ WG-30: 小動物イメージング

WG-15: デジタルマンモグラフィー、CAD WG-31: 適合性

WG-16: MR WG-32: 神経生理データ

WG-33: データ保管と管理

WG-33: 2020年に新設
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国際会議
WG6

2019/6/3 ～ 2019/6/7 Dublin, Ireland Change Healthcare

2019/9/9 ～ 2019/9/13 Arlington, VA, USA MITA HQ

2019/11/4 ～ 2019/11/8 Arlington, VA, USA MITA HQ

2020/1/13 ～ 2020/1/17 Arlington, VA, USA MITA HQ

計画 2020/3/30 ～ 2020/4/3 Takamatsu, Kagawa, 
Japan

高松市商工会議所

DSC、WG10、WG29、WG31

2019/4/4 ～ 2019/4/5 Rennes, Netherland b<>com
2019/9/30 ～ 2019/10/4 Bangkok, Thailand Chatrium Hotel

2019/12/5 ～ 2019/12/5 Chicago, IL, USA McCormick Place

• 北⽶放射線学会，IHEコネクタソン(⽇/⽶/欧) を始め，欧⽶の腫瘍放射線学会，
⽶国医学物理学会 などの国際学会に合わせて開催
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19年度の主な活動

1. 修正提案 CPack
2. 患者⽒名表記
3. 匿名化等標準サンプル作成
4. セミナー
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修正提案

1. 修正提案 CPack
– CPack-101から105 全98件を審議

• コメント回答 CP1865 typo指摘

– 新規提案
• CP1912: 匿名化対象タグと辞書テーブルの整合修正
• CP2020: DICOMDIR解説の⾒直し



CPack-# 件数 投票期限 審議月

101 10 2019/4/21 4月
102 10 2019/7/16 7月
103 33 2019/11/4 10月
104 32 2020/1/3 12月
105 13 2020/3/6 2月(審議中)

修正提案

審議には必要に応じて関連⼯業会等のご協⼒を得て実施
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患者⽒名表記

2. 患者⽒名表記
– ⽇本ならではの患者⽒名の表記多様化

• 医療データの連携に課題
– 解決に向けて

• JSRTと連携
• ユーザー 及び ベンダーアンケート実施済
• かな と ローマ字 の相互変換ガイド
• ガイドに基づく実証 → HELICS協議会へ提案

– 関連⼯業会と課題認識の共有
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患者⽒名表記

DSCに報告
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匿名化等標準サンプル作成

3. 匿名化等標準サンプル作成
– 放射線照射線量レポートの取り扱いガイドライン
– 画像医療システムにおける匿名化ガイド
– DICOMオブジェクトの秘匿化プロファイル

• ⼩委員会にて作成，CTファントムデータ
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セミナー

4. セミナー
– 逆引きDICOMセミナー

• 通算 9回⽬
• 2019年6⽉14⽇，34名出席
• 逆引きDICOM Book

– テーマ特化型セミナー(新規)
• RDSRファミリー
• 2019年12⽉，2020年1⽉ 計4⽇間で140名出席

– DICOMの概要，SRの基本
– Radiation Dose SR (X-Ray/CT)の概要
– R-RDSR / P-RDSR / CBCT
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20年度の活動⽅針 課題/ゴール

1. DICOM規格制定/拡張/改定
– リソース確保

2. 患者⽒名表記
– ⼯業会との共通認識醸成

3. 匿名化等標準サンプル作成
– サンプルデータの完成・開⽰

4. ⼩委員会活動としての独⽴活動
– セミナー/講演の持続化
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ご清聴、ありがとうございました。


